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十
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ロ
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太
陽
活
動
の
活
発
化
で
、
地
球
に
大
き
な
磁
気
嵐
が
発
生

す
る
と
、
日
本
の
よ
う
な
緯
度
の
低
い
地
域
で
も
オ
ー
ロ
ラ

が
現
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
「
低
緯
度
オ
ー
ロ
ラ
」
と
い
う

現
象
で
、
極
地
の
一
般
的
な
オ
ー
ロ
ラ
と
異
な
り
、
空
が
赤

色
に
染
ま
る
。
古
来
オ
ー
ロ
ラ
を
見
た
人
々
は
、
さ
ま
ざ
ま

に
赤
い
空
の
記
述
を
残
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
江
戸
中
期

の
火
の
明
か
り
の
記
述
を
取
り
上
げ
、
福
島
県
域
で
の
低
緯

度
オ
ー
ロ
ラ
の
出
現
事
例
と
し
て
示
し
た
い
。

　

会
津
郡
檜
枝
岐
村
の
星
縫
殿
右
衛
門
の
年
代
記
「
一
代

日
記
并
萬
覚
書
」
（
檜
枝
岐
村
文
書
二
九
一
）
に
は
、
享
保

十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
（
一
七
三
〇
年
二
月
十
五
日
）
晩
、

縫
殿
右
衛
門
は
伊
南
川
下
流
方
面
に
「
火
之
明
り
」
を
見
た

と
あ
る
。
そ
の
光
景
か
ら
、
縫
殿
右
衛
門
は
内
川
（
大お

お
も
も桃

村
・

小こ

立た
て
い
わ岩

村
・
耻は

じ

風か
ぜ

村
な
ど
）
周
辺
で
火
事
が
起
き
た
と
確
信

し
た
。
春
に
な
り
世
間
の
噂
を
耳
に
し
た
と
こ
ろ
、
当
時
ど

こ
の
村
で
も
火
の
明
か
り
が
見
え
、
隣
村
で
火
事
が
発
生
し

た
と
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
た
と
聞
か
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
西
国
・

上
方
で
の
話
を
仄そ

く
ぶ
ん聞

し
、
北
の
方
角
に
同
じ
よ
う
な
現
象
が

見
ら
れ
、
各
地
で
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

県
外
の
史
料
に
目
を
向
け
る
と
、
右
と
同
日
夜
、
青
森
・

岩
手
・
秋
田
・
石
川
県
域
な
ど
で
赤
い
光
が
目
撃
さ
れ
た
。

オ
ー
ロ
ラ
研
究
の
分
野
で
は
、
こ
う
し
た
文
献
や
太
陽
活
動

の
分
析
か
ら
、
同
日
に
低
緯
度
オ
ー
ロ
ラ
が
日
本
で
観
測
さ

れ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
縫
殿
右
衛
門
の
記
述
を
み
る

と
、
表
現
に
「
火
」
を
選
び
、
周
辺
で
の
火
事
発
生
と
誤
認

し
た
点
は
、
他
の
地
域
で
も
み
ら
れ
る
表
現
で
、
橙
色
や
暗

赤
色
の
ぼ
ん
や
り
と
し
た
光
を
目
撃
し
た
の
だ
ろ
う
。
ま

た
、
光
の
方
角
は
檜
枝
岐
村
か
ら
北
北
東
に
あ
た
り
、
オ
ー

ロ
ラ
出
現
方
向
と
し
て
適
当
で
あ
る
。
畿
内
で
の
目
撃
情
報

は
、
同
様
の
現
象
が
広
く
観
測
さ
れ
た
可
能
性
を
示
し
て
い

る
。
福
島
県
域
で
の
享
保
十
四
年
の
低
緯
度
オ
ー
ロ
ラ
の
観

測
事
例
と
し
て
研
究
の
俎
上
に
載
せ
た
い
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）
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慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ケ
原
合

戦
を
契
機
と
し
た
戦
後
処
理
の
過
程
で
、

陸
奥
国
高
野
郡
南
郷
（
現
在
の
棚
倉
町
・

塙
町
・
矢
祭
町
・
鮫
川
村
・
古
殿
町
の
一

部
）
は
、
常
陸
国
水
戸
佐
竹
義
宣
領
か
ら

江
戸
幕
府
の
直
轄
領
と
な
り
、
豊
臣
秀
吉

に
よ
る
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
奥

羽
仕
置
以
来
続
い
て
い
た
在
地
支
配
体
制

は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

　

近
世
初
期
の
南
郷
に
は
、
金
や
砂
鉄
な

ど
の
鉱
産
資
源
に
恵
ま
れ
た
八
溝
山
地

や
阿
武
隈
高
地
が
含
ま
れ
て
い
た
。
ま

た
、
南
郷
は
久
慈
川
や
小
田
川
に
沿
っ
て

水
戸
街
道
が
縦
貫
し
て
お
り
、
古
く
か
ら

交
通
の
要
衝
の
地
で
も
あ
っ
た
。
当
時
の

南
郷
は
、
大
き
く
東
通
三
二
ヶ
村
・
中
通

三
一
ヶ
村
・
西
通
二
九
ヶ
村
の
三
通
り
に

分
け
ら
れ
て
い
た
。

　

三
月
二
十
三
日
付
江
戸
幕
府
年
寄
連
署

奉
書
に
は
年
号
の
記
載
が
な
い
が
、
署
判

し
て
い
る
安
藤
重
信
・
酒
井
忠
利
・
酒
井

忠
世
の
年
寄
在
職
時
期
か
ら
、
慶
長
十
六

年
か
ら
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
の
間
の

文
書
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

宛
所
の
笠
井
兵
九
郎
は
、
慶
長
十
一
年

四
月
か
ら
南
郷
の
江
戸
幕
府
初
期
代
官
で

あ
っ
た
河
西
親
秀
で
、
も
う
一
人
の
宛
所

で
あ
る
秦

し
ん
の

治
右
衛
門
は
、
南
郷
地
域
の
塙

地
代
官
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

幕
府
は
、
「
去
御
陣
」
の
際
に
ぐ
ず
ぐ

ず
し
て
年
貢
納
入
や
人
夫
役
な
ど
を
果
た

さ
な
か
っ
た
百
姓
層
が
南
郷
領
内
に
い
た

な
ら
幕
府
へ
報
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

事
を
も
れ
な
く
給
人
層
へ
周
知
し
て
調
査

さ
せ
な
さ
い
と
河
西
親
秀
・
秦
治
右
衛
門

へ
命
じ
た
の
で
あ
る
。

　

慶
長
十
六
年
か
ら
元
和
七
年
の
間
で

「
去
御
陣
」
と
称
さ
れ
た
の
は
、
慶
長

十
九
年
の
大
坂
冬
の
陣
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
文
書
は
慶
長
二
十
年
に
比
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
年
の
三
月
十
二
日
に

は
、
京
都
所
司
代
板
倉
勝
重
よ
り
大
坂
方

再
挙
の
報
が
幕
府
方
の
駿
府
へ
も
た
ら
さ

れ
て
い
る
。
三
月
二
十
三
日
は
大
坂
夏
の

陣
に
突
入
す
る
直
前
で
あ
り
、
幕
府
は
旧

佐
竹
領
で
の
軍
事
動
員
が
徹
底
さ
れ
る
よ

う
引
き
締
め
た
の
で
あ
る
。 

（
渡
邉 

智
裕
）

　

大
沼
郡
桑

く
わ
の
は
ら原

村
（
現
三
島
町
）
の
名
主

を
務
め
た
河
越
家
に
、
会
津
暦
に
関
す
る

書
状
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
会
津
暦
は
地
方

暦
の
一
つ
で
、
近
世
中
期
に
は
十
万
部
以

上
が
作
ら
れ
、
福
島
県
域
及
び
周
辺
域
に

流
通
し
て
い
た
。
そ
の
出
版
に
は
、
会
津

若
松
城
の
鎮
守
諏
訪
社
の
社
家
（
笠
原
・

佐
久
・
諏
方
）
と
城
下
七
日
町
の
菊
地
庄

左
衛
門
が
携
わ
っ
て
い
た
。

　

伝
存
す
る
書
状
は
、
出
版
元
の
一
つ
佐

久
家
が
認
め
て
お
り
、
年
号
の
記
載
は
な

く
霜
月
九
日
付
け
と
あ
る
。
差
出
人
は
「
佐

久
山
城
守
方
義
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
寛

文
年
間
か
ら
元
禄
年
間
初
期
（
一
六
六
〇

年
代
～
一
六
八
〇
年
代
）
の
諸
史
料
に
名

を
残
す
佐
久
家
の
当
主
で
あ
る
。
宛
所
は

「
大
谷
万
右
衛
門
様
」
と
あ
り
、
桑
原
村

な
ど
十
六
ヶ
村
を
統
轄
し
た
大
谷
組
郷
頭

の
二
瓶
万
右
衛
門
を
指
し
て
い
る
。

　

書
状
の
主
旨
は
、
翌
年
の
「
辰
之
暦
」

の
頒
布
に
関
す
る
も
の
で
、
暦
三
五
〇
巻

を
大
谷
・
瀧
谷
・
野
尻
の
三
組
へ
送
っ
た

の
で
、
そ
の
配
当
・
頒
布
の
差
配
を
二
瓶

家
に
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
件
は
磯
上
庄

左
衛
門
に
も
話
し
た
と
あ
る
。
磯
上
は

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
～
貞
享
五
年

（
一
六
八
八
）
に
金
山
谷
代
官
を
務
め
た

会
津
藩
士
を
指
す
と
み
ら
れ
、
大
谷
組
な

ど
を
統
べ
る
立
場
を
鑑
み
、
磯
上
へ
話
を

通
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
暦
を
お

見
せ
し
た
い
の
で
、
送
っ
た
暦
の
う
ち
一

巻
は
二
瓶
家
へ
納
め
る
と
あ
る
。
な
お
、

暦
の
値
段
は
一
巻
あ
た
り
十
二
文
で
頒
布

す
る
よ
う
述
べ
て
い
る
。

　

整
理
す
る
と
、
磯
上
の
代
官
在
任
期

間
、
及
び
翌
年
の
暦
の
干
支
が
辰
で
あ
る

点
か
ら
、
書
状
の
作
成
年
代
は
貞
享
四
年

と
比
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
時
大

谷
・
瀧
谷
・
野
尻
の
三
組
が
、
佐
久
家
の

出
版
し
た
暦
の
頒
布
圏
に
組
み
込
ま
れ
て

お
り
、
二
瓶
家
が
頒
布
を
差
配
し
た
事
実

が
明
確
と
な
る
。
他
の
地
域
で
も
二
瓶
家

の
よ
う
に
、
暦
の
頒
布
を
差
配
す
る
人
物

が
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
頒
価

や
頒
布
数
の
実
態
に
加
え
、
十
一
月
に
は

翌
年
の
暦
が
流
通
し
て
い
た
点
も
明
ら
か

と
な
り
、
会
津
暦
を
理
解
す
る
上
で
不
可

欠
な
史
料
で
あ
ろ
う
。 

（
小
野 

孝
太
郎
）
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会
津
暦
の
頒
布

大
坂
冬
の
陣
と

　

高
野
郡
南
郷
の
在
地
社
会

霜月 9 日付佐久山城守書状
（河越卿家文書（その 1）931）

（慶長 20 年）3 月 23 日付江戸幕府年寄連署奉書
（白石禎彦家文書（その 1）1）



　

伊
達
郡
藤
田
村
（
現
国
見
町
）
の
名
主

文
書
で
あ
る
国
見
町
藤
田
区
有
文
書
（
そ

の
一
）
の
中
に
、
「
御
竹
林
」
に
関
す
る

史
料
を
複
数
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

御
竹
林
と
は
領
主
直
轄
の
竹
林
で
、
い

わ
ゆ
る
「
御お

林
は
や
し

」
に
広
義
的
に
含
ま
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
藤
田
村
を
事
例
に
、
従
来

の
研
究
で
解
明
が
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な

い
御
竹
林
の
実
態
に
お
け
る
一
端
を
示
し

た
い
。
な
お
、
以
下
文
章
の
山
括
弧
＋
漢

数
字
は
、
前
掲
史
料
群
の
請
求
番
号
を
表

し
て
い
る
。

　

同
村
の
御
竹
林
は
、
字
上か

み
な
め
ざ
わ

滑
沢
（
現
字

天
王
畑
一
）
に
存
在
し
た
。
面
積
は
七
反

七
畝
四
歩
で
、
竹
の
本
数
は
延
享
四
年

（
一
七
四
七
）
当
時
三
七
〇
二
四
本
だ
っ

た
〈
二
〇
八
〉
。
林
の
四
方
を
田
畑
が
囲

ん
で
お
り
〈
三
八
六
〉
、
村
に
は
独
特
な

景
観
が
広
が
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

先
述
の
通
り
御
竹
林
は
領
主
管
轄
林

で
、
藤
田
村
の
場
合
は
桑
折
代
官
（
幕
府
）

や
一
時
仙
台
藩
が
所
轄
し
た
が
、
実
際
の

維
持
管
理
は
「
御お

竹た
け

林
ば
や
し

守も
り

」
が
担
当
し
た
。

村
か
ら
一
名
選
出
さ
れ
、
出
生
竹
・
枯
死

竹
の
報
告
や
竹
・
下
草
の
盗
伐
監
視
な
ど

に
従
事
し
た
〈
三
八
四
・
三
九
七
〉
。

　

御
竹
林
か
ら
伐
出
さ
れ
た
竹
の
用
途
は

専
ら
建
材
や
御
普
請
用
材
で
、
目
通
り
二

～
六
寸
廻
り
の
も
の
が
使
用
さ
れ
た
。

　

主
な
供
出
先
は
半
田
銀
山
で
、
こ
れ
は

同
銀
山
が
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
以
降

幕
府
支
配
と
な
っ
て
採
鉱
が
活
発
化
し
、

建
材
と
し
て
の
木
材
需
要
が
高
ま
っ
た
こ

と
に
起
因
す
る
。
具
体
的
な
使
用
例
と
し

て
、
買か

い

し石
町
や
四
つ
留
口
番
所
の
建
設
に

多
用
さ
れ
た
〈
四
二
九
・
四
四
〇
な
ど
〉
。

ま
た
、
桑
折
陣
屋
の
小こ

舞ま
い

・
押お

し

鉾ぼ
こ

な
ど
建

材
〈
三
八
四
〉
や
、
藤
田
村
と
同
じ
く
桑

折
代
官
支
配
に
あ
っ
た
伊だ

ん達
崎ざ

き

村
（
現
桑

折
町
）
の
川か

わ
よ
け除

御
普
請
用
材
〈
四
三
五
〉

と
し
て
も
活
用
さ
れ
た
。
な
お
、
竹
の
伐

出
と
河か

し岸
ま
で
の
運
搬
は
、
代
官
所
か
ら

の
賃
銭
と
引
き
換
え
に
村
が
請
け
負
う
仕

組
み
と
な
っ
て
い
た
〈
三
九
八
〉
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
藤
田
村
の
御
竹
林
は

厳
格
に
管
理
さ
れ
、
そ
こ
で
確
保
さ
れ
る

竹
は
領
主
的
あ
る
い
は
地
域
的
な
用
材
需

要
を
満
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
天
然
更
新
を
大
幅
に
上
回
る
伐
出
に

よ
っ
て
竹
数
は
減
少
の
一
途
を
辿
り
、
安

永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
御
竹
林
は
そ
の

姿
を
消
し
た
〈
四
一
三
〉
。 
（
片
村 

峰
雪
）

　

廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
地
方
に
お
け
る
広

域
行
政
の
基
礎
単
位
と
な
っ
た
府
県
に
議

会
（
府
県
会
）
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
一

般
的
に
は
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
と

さ
れ
る
。
し
か
し
、
福
島
県
で
は
、
そ
の

前
年
に
独
自
の
議
会
（
民
会
）
が
開
設
さ

れ
て
い
る
。
県
内
の
区
会
議
員
に
よ
る
投

票
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
六
八
名
の
議
員

が
、
県
政
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
し

た
。

　

明
治
十
二
年
か
ら
は
他
府
県
と
同
じ
く

府
県
会
規
則
に
基
づ
く
県
会
と
な
り
、
そ

の
郡
区
内
に
本
籍
を
持
つ
二
十
歳
以
上
で

五
円
以
上
の
地
租
を
納
め
る
者
を
有
権
者

と
し
て
改
め
て
選
挙
が
行
な
わ
れ
、
六
二

名
の
議
員
が
誕
生
す
る
。

　

以
後
、
地
方
制
度
上
の
府
県
の
位
置
づ

け
の
変
遷
に
伴
っ
て
選
挙
制
度
も
変
化
し

て
い
く
。
た
だ
、
明
治
時
代
を
通
じ
て
、

選
挙
権
・
被
選
挙
権
と
も
に
性
別
と
年

齢
・
財
産
に
よ
る
制
限
が
あ
っ
た
こ
と
は

共
通
し
て
お
り
、
政
治
へ
の
参
加
の
機
会

は
一
部
の
人
々
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
れ
で
も
、
地
域
の
代
表
と
し
て
の

県
会
議
員
が
担
う
役
割
は
大
き
く
、
選
挙

は
民
意
に
基
づ
き
県
政
の
行
く
末
を
占
う

重
要
な
政
治
的
祝
祭
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
だ
け
に
選
挙
戦
は
熾
烈
を
極
め
、

時
に
干
渉
や
不
正
行
為
も
行
な
わ
れ
た

が
、
要
と
な
る
投
開
票
に
つ
い
て
は
厳
格

な
手
順
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

明
治
三
十
六
年
の
例
規
に
よ
る
と
、
投

票
の
開
始
に
あ
た
り
、
ま
ず
投
票
所
管
理

者
が
立
会
人
に
対
し
て
「
投
票
函
ヲ
開
キ

其
空
虚
ナ
ル
コ
ト
」
を
示
し
、
立
会
人
の

卓
上
に
設
置
す
る
。
ち
な
み
に
、
投
票
函

は
衆
議
院
議
員
選
挙
と
同
じ
も
の
を
使
用

す
る
こ
と
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。

　

つ
い
で
、
有
権
者
が
「
確
定
裁
決
書
若

ハ
判
決
書
」
を
持
っ
て
来
場
し
、
所
定
の

投
票
用
紙
を
用
い
て
投
票
を
す
る
。
た

だ
、
立
会
人
の
「
議
決
」
に
よ
っ
て
は
、

投
票
を
拒
否
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

　

投
票
が
終
了
す
る
と
、
町
村
内
の
投
票

函
が
集
め
ら
れ
、
開
票
作
業
が
始
ま
る
。

「
選
挙
長
〔
引
用
者
註
…
郡
長
ま
た
は
市

長
〕
ハ
（
書
記
ヲ
シ
テ
）
投
票
ニ
記
載
ア

ル
氏
名
ヲ
朗
読
シ
〔
中
略
〕
投
票
ヲ
得
タ

ル
各
選
挙
人
ノ
得
點
ヲ
点
数
簿
ニ
記
入
」

さ
せ
、
最
多
得
票
者
が
当
選
者
と
な
る
（
同

数
の
場
合
は
年
長
者
、
生
年
月
ま
で
同
じ

場
合
は
抽
選
）
。

　

最
終
的
に
、
こ
れ
ら
投
開
票
に
関
す
る

記
録
は
選
挙
区
ご
と
に
「
選
挙
録
」
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
、
県
の
永
年
保
存
文
書
と

し
て
管
理
さ
れ
た
。 

（
山
田 

英
明
）
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存
在
し
た
「
御お

竹た
け

林
ば
や
し

」

県会郡会議員選挙例規
（明治・大正期の福島

県庁文書 625）

御林竹藪之図（部分、国見町
藤田区有文書（その 1）386）



　

福
島
民
報
と
福
島
民
友
新
聞
は
、
本
県

を
代
表
す
る
二
大
新
聞
で
あ
る
。
全
県
紙

が
現
在
も
複
数
発
行
さ
れ
て
い
る
都
道
府

県
は
珍
し
く
、
両
紙
の
良
き
ラ
イ
バ
ル
関

係
は
地
方
に
お
け
る
報
道
の
理
想
形
と
も

言
え
る
。

　

し
か
し
、
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
そ
の

関
係
は
必
ず
し
も
円
満
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
明
治
四
十
二
年

（
一
九
〇
九
）
三
月
十
三
日
付
の
福
島
民

友
新
聞
に
は
、
「
民
報
紙
の
大
愚
論
」
と

題
さ
れ
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
挑

発
的
な
見
出
し
は
、
前
日
の
福
島
民
報
の

「
民
友
紙
の
愚
論
」
と
い
う
記
事
を
受
け

て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

内
容
は
、
神か

べ

谷や

村
（
現
い
わ
き
市
）
の

保
安
林
解
除
問
題
を
め
ぐ
る
も
の
で
、
解

除
派
の
福
島
民
友
新
聞
は
維
持
派
の
福
島

民
報
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
皮
肉
を
浴

び
せ
て
い
る
。

　
　

解
除
に
反
対
す
る
も
の
そ
れ
自
身
も

　
　

良
心
で
は
由
な
き
反
対
を
為
す
も
の

　
　

哉
と
心
密
か
に
恥
じ
居
る
な
ら
ん
然

　
　

る
を
民
報
子
が
一
度
で
止
せ
ば
可
き

　
　

も
の
を
又
も
長
々
し
く
述
べ
立
て
ら

　
　

る
ゝ
と
は
扨
て
も
自
分
の
党
派
の
為

　
　

め
に
忠
義
な
る
も
の
哉

　

今
日
的
見
地
で
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は

不
偏
不
党
を
旨
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ

の
当
時
、
新
聞
は
政
党
の
代
弁
者
で
も

あ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
福
島
民
報
は
明
治
二
十
五
年

に
河
野
広
中
を
中
心
と
す
る
自
由
党
福
島

支
部
の
機
関
紙
と
し
て
誕
生
し
、
福
島
民

友
新
聞
も
ま
た
、
自
由
党
を
脱
党
し
た
河

野
ら
の
新
た
な
媒
体
と
し
て
明
治
三
十
二

年
に
創
刊
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
紙

は
誕
生
時
よ
り
強
い
政
治
性
を
有
し
、
互

い
を
批
判
し
合
う
こ
と
を
宿
命
づ
け
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
複
雑
な
こ
と
に
、
福
島
民
報
が

属
し
た
立
憲
政
友
会
陣
営
は
全
国
的
に
は

多
数
派
で
あ
る
が
、
福
島
県
で
は
河
野
広

中
の
人
気
に
押
さ
れ
て
少
数
派
に
甘
ん
じ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
福
島
民
報
は
河
野

派
で
あ
る
福
島
民
友
新
聞
を
批
判
す
る
こ

と
で
劣
勢
を
挽
回
し
よ
う
と
目
論
み
、
対

す
る
福
島
民
友
新
聞
も
真
っ
向
か
ら
反
駁

を
す
る
。

　

政
争
と
結
び
つ
い
た
両
紙
の
論
戦
は
、

し
ば
し
ば
報
道
の
域
を
越
え
、
と
き
に
感

情
的
な
も
の
と
な
っ
た
。 
（
山
田 

英
明
）

一
、
展
示
公
開

一
、
展
示
公
開

収
蔵
資
料
展
「
空
を
眺
め
て
―
江
戸
・
明

収
蔵
資
料
展
「
空
を
眺
め
て
―
江
戸
・
明

治
時
代
の
天
文
・
大
気
現
象
な
ど
―
」

治
時
代
の
天
文
・
大
気
現
象
な
ど
―
」

　

江
戸
・
明
治
時
代
の
天
文
・
大
気
現
象

を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
、
当
時

の
ふ
く
し
ま
の
人
々
が
観
望
し
た
日
食
・

彗
星
や
、
偶
然
目
撃
し
た
流
星
・
暈か

さ

・
幻

日
・
オ
ー
ロ
ラ
の
記
録
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。
十
月
二
日
（
月
）
に
六
割
以
上
展
示

替
え
を
行
い
、
現
在
は
後
期
展
示
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
会
期
】
開
催
中
～
十
一
月
二
十
六
日

（
日
）
ま
で

【
解
説
会
】
十
一
月
五
日
（
日
）
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
五
十
分
程
度

収
蔵
資
料
展
「
新
公
開
史
料
展
」

収
蔵
資
料
展
「
新
公
開
史
料
展
」

　

『
福
島
県
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目

録
』
第
五
十
四
集
に
収
録
さ
れ
た
、
東
白

川
郡
塙
町
ゆ
か
り
の
「
菊
池
田
夫
家
文
書

（
そ
の
二
）
」
・
「
白
石
禎
彦
家
文
書
（
そ
の

一
）
」
・
「
秦
太
一
郎
家
文
書
（
そ
の
二
）
」
、

矢
祭
町
ゆ
か
り
の
「
藤
井
二
郎
家
文
書
（
そ

の
二
）
」
の
な
か
か
ら
特
徴
的
な
古
文
書

や
絵
図
等
を
展
示
し
ま
す
。

【
会
期
】
十
二
月
十
六
日
（
土
）
～
三
月

二
十
四
日
（
日
）

歴
史
資
料
館
移
動
展
「
ふ
く
し
ま
の
暦
と

歴
史
資
料
館
移
動
展
「
ふ
く
し
ま
の
暦
と

元
号
―
会
津
暦
と
私
年
号
を
中
心
に
―
」

元
号
―
会
津
暦
と
私
年
号
を
中
心
に
―
」

　

太
陽
暦
の
採
用
か
ら
一
五
〇
年
経
つ
こ

と
に
ち
な
み
、
「
時
」
に
ま
つ
わ
る
資
料

を
紹
介
し
ま
す
。
江
戸
時
代
に
広
域
に
頒

布
さ
れ
た
地
方
暦
「
会
津
暦
」
や
、
朝
廷

が
定
め
た
公
年
号
（
元
号
）
と
は
別
に
、

庶
民
の
間
で
使
わ
れ
た
「
私
年
号
」
に
関

す
る
古
文
書
な
ど
、
ふ
く
し
ま
ゆ
か
り
の

資
料
を
取
り
上
げ
ま
す
。

【
会
期
】
開
催
中
～
十
一
月
一
日
（
水
）

ま
で

【
会
場
】
福
島
県
立
図
書
館
展
示
コ
ー

ナ
ー

二
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

二
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

　

閲
覧
用
機
材
の
消
毒
作
業
や
閲
覧
資
料

の
状
態
確
認
の
た
め
、
前
日
の
午
後
四
時

ま
で
に
電
話
で
予
約
さ
れ
た
方
の
資
料
閲

覧
を
最
優
先
と
し
ま
す
。
詳
細
や
最
新
の

情
報
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。

三
、
Ｘ
（
旧
Ｔ

三
、
Ｘ
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
の
開
設

ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
の
開
設

　

こ
の
度
、
Ｘ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設

し
ま
し
た
。
展
示
や
催
事
な
ど
の
情
報
を

随
時
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
お
気
軽
に

フ
ォ
ロ
ー
く
だ
さ
い
。
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島
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令
和
五
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度
行
事
予
定
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令
和
五
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十
月
～
令
和
六
年
三
月
）
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